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資料２



これまでの策定経緯 １

第５次（H24）⇒新・第５次（H27）⇒新・第５次改定版（H30）
国のまち・ひと・しごと創生の動向を踏まえ、以下の点を変更
〇計画期間内に重点的に実施する予定の施策をまとめた戦略型計画とする
〇全ての政策方針及び具体的な施策について数値目標・KPIを設定
〇計画策定以降も継続的に改善を図るため、毎年度成果検証を実施
〇外部組織である荒尾市総合計画審議会の構成を「産・官・学・金・労」に見直し、協働の推進を図る
〇推進体制として部を超えた協議の場として推進部会を設置

総合計画の策定経緯

第６次(R2)⇒第６次改訂版（R6）
地域との協働推進や社会情勢の変化を踏まえ、以下の点を変更

〇今後の地域づくりの基本的な指針として、地区協議会による地区別計画を策定、地区担当職員制度開始
〇SDGsを推進するため各政策に関連するターゲットを設定
〇中高生による未来づくり会議、若い世代による座談会など市民参画の充実、見やすいデザインの概要版作成
〇政策体系を再構築するとともに循環型社会の実現など新たな施策を追加
〇デジタル田園都市国家構想総合戦略を踏まえたデジタル施策を追加
〇出生数の急減を受けた少子化対策の横断的目標を設定

【成果】

【課題】

〇地方創生開始以降、将来推計や成果指標の設定、市民参加、庁内・官民連携等を図り、計画の内容や推進体制の充実を図ることがで
きた。
〇政策間連携の考え方が広がり、他部署との協議・連携を図ることが定着した。

〇人口減少対策・少子化対策を強化するも、人口減少は引き続き進展する見込み。
〇近年の社会ニーズの多様化・高度化に伴い、個別計画が増加するとともに、政策範囲が拡大している。
（近年の新たな計画：教育振興基本計画、立地適正化計画、空家等対策基本計画、国土強靭化計画、自殺対策計画、こども計画など）

成果と課題



地方創生2.0の「基本的な考え方」概要 ２



地方創生2.0の「基本的な考え方」概要 ３

（令和7年）



第７次荒尾市総合計画（仮称）の策定方針（案） ４

策定に当たっての基本方針

①人口減少を前提としながらも、人口が減少しても経済成長や社会機能が維持される地域づくり
⇒都市機能の集約化、企業誘致、産業の高付加価値化、あらおファン（関係人口）の拡大、広域連携の拡大、デジタル技術の活用

②行政改革大綱・DX推進計画と連携
⇒持続的な地域運営・行政運営のための費用対効果の検証

③若い世代・女性の計画策定及び推進に係る参画促進
⇒意見を聞くだけに留まらず若い世代や女性が気軽に地域と関われる機運・仕組みづくり

基本的な考え方

項目 第６次 第７次（案）

計画期間
・次期計画で市長任期と整合を
図るため6年（R2～R7）

・総合戦略（政策・施策体系、数値目標）は4年（R8～R11）
・人口ビジョン（長期推計、構想的な考え方）は8年（R8～R15）
⇒全体期間を8年間とし、中間年度で見直しを行う

地域との協働
・地区別計画を策定し、地区協
議会や地区担当職員等により個
別対応中

・地区ごとの分析を人口ビジョンで記載
・行政改革大綱の地域マネジメントを継承し、各地区共通の課題（担い手確
保・育成等）の施策を追加
・地区ごとの個別課題は引き続き、地区協議会や地区担当職員で対応

成果指標
・重点戦略ごとに数値目標を設
定、施策ごとにKPIを設定

・重点戦略及び施策に対する目標値は設定のうえ、総合指標としてウェル
ビーイング指標を設定

策定体制①
（総合計画審議会）

・産官学金労による組織 ・デジタルに関する人材の委員追加（CIO補佐官）

策定体制②
（庁内体制）

・政策部会を設置
・政策体系含め、部会運営の必要性を検証し、推進体制を再構築
・市職員のワークショップを実施

策定体制③
（市民参画）

・荒尾未来づくり会議（中高生
のワークショップ）
・地区別ワークショップを実施

・高校生や大学生、高専生ワークショップによる若者の意見聴取
・意見交換やワークショップに留まらず若い世代がまちづくりに参加できる
プラットフォームづくり



総合計画の策定体制について（案） ５

庁内外の体制について

■大学生・高専生・市職員ワークショップ
若手職員グループと大学生・高専生を合同チームにし、実施
（テーマは市職員ワークショップと同様）

市民参画

総合計画審議会

まちづくりアンケート
・市民2,000人対象
・第6次総合計画の成果検証とともに地域幸福度指標
（ウェルビーイング指標）など新たな設問を追加

中学生を対象としたアンケート
まちの住みやすさや将来の暮らし方、希望する将来の
まちの姿など、中学生の生の声を把握し、計画に反映
する

■高校生・高専生ワークショップ
「学校卒業後の進路と本市の将来」、「若い世代の就
業希望に対する市の課題」

■市民ワークショップ
・「「荒尾市で子育てしたい」と思える環境や地域コ
ミュニティの姿」、「荒尾市の魅力・潜在課題」
・移住者や各市民団体から公募し実施

ワークショップ結果報告会
全てのワークショップ終了後、参加者や市民へ成果報告や報告に対する意見交換を行う

市

政策部会・政策部会連絡会議
各課ヒアリングや総括等を通じて役割や必要性を検証し、政
策体系や推進体制等の運営方針の見直しを検討

行政経営会議

各課ヒアリング
・第6次総合計画－改訂版－の総括
・次期計画の施策検討

■市職員ワークショップ
・各部から公募し、年代に応じてグループ分けし、実施
・「本市の現状と課題」、「本市の将来像」



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R8.1月 2月 3月

第6次総合計画総括

各団体や若い世代等との
ワークショップ・ヒアリング

施策・KPI協議

〇
総合計画審議会

（諮問、策定方針案）

中学生・市民アンケート

素
案

策
定

〇
行政経営会議
（素案）

〇
市議会

（最終案）

〇
市議会
（素案）

政策課題取りまとめ 総合戦略策定

〇
行政経営会議
（総括）

〇
市議会
（総括）

〇
総合計画審議会
（総括）

〇
総合計画審議会
（素案）

パブリックコメント

〇
総合計画審議会
（最終案→答申）

骨
子
案

庁内協議・ワークショップ

次期総合計画策定スケジュール ６

〇
総合計画審議会

（将来像、政策体系）

〇
行政経営会議
（骨子案）
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